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２件の政治評論 
大谷美芳 2023 年 4 月 25 日 

 

(1)ブンド(統一委)2023 関西政治集会の基調報告を

読んで現代世界認識を考える 

ウクライナ戦争に対して、日本の新左翼の主流は、ロシ

アを侵略と批判するが、ウクライナを米･NATOの代理と批

判する or反侵略･祖国防衛と支持するのは躊躇する。 

そこには共通する現代世界認識がある。この報告にも

ある。｢アメリカやＥＵ諸国、日本などの…帝国主義国と中

ロをはじめ トルコやインド、プラジルなどを含む新興国｣の

｢分断と対立｣。 

20世紀後半、アメリカ帝国主義の新植民地主義的支配

に反対する民族解放闘争という一時代があったが、その

延長として、21世紀の現代世界を認識している。 

しかし、民族解放闘争は、国家資本主義をテコに、後発

資本主義に転化した。アジアにアフリカが続く。グローバリ

ズムは、｢北｣の資本輸出=｢移植｣で始まったが、｢南｣で資

本主義が｢内在的｣に成長し発展して本格化した。大規模な不均等発展と地殻変動である。｢南｣

は勃興する｢新世界｣、｢北｣は衰退し没落する｢旧世界｣である。現代世界を主動するのは、アメリ

カ(+西欧･日本)ではない。｢グローバルサウス｣である。これが第１。 

第２に、中国が後発帝国主義として登場した。資本主義は発展すれば、独占資本と資本輸出

に向かい(｢一帯一路｣)、他民族を抑圧し他国を従属させる。他の新興国は独立主権国家のレベ

ルだが(インドも現在はまだ)、中国は、もう帝国主義と覇権主義である(ロシアはもともと)。必ず、

他の新興国と対立する。被抑圧民族の抵抗と闘争に直面する。 

 

・21 世紀の現代世界も依然として資本主義の帝国主義段階 ３つの基本矛盾で認識する 

一方の米欧日と他方の中ロ+新興国という対立関係ではない。①帝国主義間の矛盾(米欧日と

中ロ)。②帝国主義(米欧日と中ロの両方)と被抑圧民族(新興国)の矛盾。③ブルジョア階級とプロ

レタリア階級の矛盾。ただ、20世紀とは様相が大きく違う。とりわけ③。 

プロレタリア階級は、後発資本主義=新興国(ここは中国も含む)では成長･増大、対照的に腐

朽性と寄生性が深まる先発資本主義国では大分裂である。前者では当面は政治的民主化と福

祉国家を要求して闘争するだろう。韓国や台湾で経験した。後者では、まだ経験がないが、闘争

は根本的な社会主義革命に行き着くだろう。これが、実は本当の｢新世界｣、米欧日と中ロの覇権

闘争を大きく制動するだろう(一直線に第三次大戦ではなく)。 

 

・1970 年代に主客両面で転換が始まった ここで国際共産主義運動は破綻した 

主体的にはソ連に続き中国も変質した。ブルジョア革命(民主主義と民族解放)からプロレタリ

ア階級のヘゲモニー(主観的能動性)で、資本主義の発展を経ずに社会主義へ前進しようとした

(それがマルクス･レーニン主義)。しかし、官僚制国家資本主義に変質した。④帝国主義と社会

主義の矛盾は幻想、米ソ冷戦は①帝国主義間の矛盾であった。 
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より主体的には中国文化大革命が破綻した。官僚主義に対するプロレタリア階級の、統制し

自主管理する階級闘争を組織できず、観念論の主観主義に転落した。カンボジアのポルポト政

権、規模は小さいが日本の新左翼の連合赤軍事件と｢対革マル戦争｣が、同質の破綻である。こ

れを主体的基点に根本的に総括しないと、現代世界も正しく認識できない。 

 

(2)｢台湾は中国の一部｣なのか？｢沖縄は日本

の一部｣なのか？それを誰が決めるのか？ 

雑誌『アジェンダ』創刊 20周年連続講演会が

あって、そこにおいて、駒込武｢ウクライナ戦争

の中で『台湾問題』を考える｣はこう言っている。

さらに続く。 

｢国境の範囲も民族の範囲も、歴史の中で大

きく変わる。｣｢台湾独立運動家は、民族自決、

民主、人権、平和、そして環境保護の共通理念

に基づき、米軍基地撤去、琉球人民による運命

の自決を支持すると宣言すべきである。同時に…永世中立を究極の目標として、日米同盟への

参入を求めず、中国にも同盟しないことを毅然と宣言すべきである。｣｢未来に向けて―日本を小

さくして沖縄×台湾×香港とつながる。｣ 完全に支持したい。 

台湾人民の意志は現状維持=事実上の分離･独立(香港は一国二制度=自治)、沖縄人民の意

志は非軍事化=自治、これは明白である。歴史的な経験に基づく自己決定権である。まだ少数派

だろうが、台湾と沖縄の人民が自決権を基礎に連帯する主張に感銘を受けた。 

日本が沖縄で軍備を増強し、中国が台湾を軍事的に威嚇する。この帝国主義戦争準備に反

対し、台湾と沖縄の人民が連帯し日本と中国のプロレタリア階級が連帯して闘争する。こう期待

できる。自決権の要求(沖台)と支持(日中)が国際主義のカナメだろう。 


